
病んでいる人の人権を尊重し、健やかで心豊かな社会をつくるための医療を提供します。基本理念

基本方針 Progressiveness 常に向上心を持ち何事にも積極的に、前向きに対処する
Hospitality 医療される方々の立場に立った、満足の得られる医療を行う
Superiority 質の高い、高度な医療を目指す
Rationality 合理的で、無駄のない医療、および医療経営を行う

目　　次
新年のご挨拶　……………………………………………… 2 連携病院紹介　……………………………………………… 9
Medical Information　…………………………………… 3 保健師だより　………………………………………………10
日常のスキンケアについて　……………………………… 5 南警察署からのお知らせ　…………………………………11
インフルエンザ・ノロウイルスの感染対策　…………… 6 外来診療担当医表　…………………………………………12
登録医紹介　………………………………………………… 8

九州中央病院広報誌「第 72 号」　2017 年１月
□地域医療支援病院　□臨床研修指定病院　□日本医療機能評価機構認定病院

〒815-8588　福岡市南区塩原三丁目23番1号　TEL 092-541-4936㈹　FAX 092-541-4540

▲ 2Ｆ病室 ▲ 2Ｆ透析室
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　新年明けましておめでとうございます。
　腎センター・健康管理センター棟が完成しましたので、新年の挨拶と合わせてご報告いたします。

　平成２８年は、診療報酬改定があり医療界にとっては大変厳しい年になりました。さらに、超高齢
化社会を見据え、社会保障と税の一体改革において「医療と介護サービスの再編」（負担と給付のバ
ランス）が２０２５年度を目標に着々と進められています。

　さて、平成２９年の取り組みについては次のとおりです。
　第一に、当院では厚生労働省が提唱する５疾病５事業のうち「がん診療」と「救急医療」を柱とし
た急性期医療を展開していますが、平成２９年においては、「緩和ケア病棟」の開設（平成３０年２月
予定）に向け病棟の改築を進め、総合的ながん診療のさらなる充実を図ります。また、近年新設した 
ICU（８床）、HCU（１６床）の稼働状況も順調で、年間救急搬送件数も５，０００件を超え順調に推
移しています。さらに、腎センター棟の完成に伴い平成２９年１月から外来での透析が開始するた
め、腎疾患のトータル的なケアが可能となり患者サービスに繋げたいと考えます。

　第二に「公立学校共済組合の職域病院」としての役割を果たすべく、健康管理センター棟の完成に
より受診環境が著しく向上し、組合員及び受診される方に対してより良いサービスの提供が可能と
なりました。また、教職員の方々のメンタルヘルス相談事業の充実を図るために、平成２８年はメン
タルヘルス相談員（臨床心理士）を増員し、平成２９年３月には外来棟２階旧健康管理センター跡地
にメンタルヘルスセンターを移設・改築する予定です。

　最後に、先ほど述べました腎センター・健康管理センター棟の完成、メンタルヘルスセンターの
改築及び緩和ケア病棟の開設と合わせて、平成２２年度から掲げています「６つの中長期目標」をさ
らに推し進めていきます。

＜中長期目標＞
１　地域医療支援病院として課せられた役割を果たす。
２　職域病院として組合員のニーズに合った健康管理事業を実施する。
３　長期的に安定した経営を維持する。
４　ゆとりをもって働ける職場環境を作る。
５　臨床教育病院としての体制を整備する。
６　病院の特徴を明確にし、ブランド化を図る。

　平成２９年も、地域住民や共済組合員、地域医療連携機関の皆様の期待に応えられるよう努力し
てまいりますので、皆様のご指導ご鞭撻とともに、ご支援の程よろしくお願い申し上げます。
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　冬になると多くの人が悩まされるのが乾燥

肌です。どうして乾燥肌になるのでしょうか。

皮膚にはいろいろな働きがありますが、保湿

に関わる重要な役割を果たしているのが角質

層のバリア機能です。角質層は角質細胞間脂

質、天然保湿因子、皮脂膜などで構成され、

滑らかさや柔軟性を維持しています。また、

皮脂膜は水分が蒸発するのを防ぎ、外界から

の病原微生物やアレルゲンなどの刺激から皮

膚を守ってくれます。しかし、高齢者の皮膚

は、加齢に伴う皮脂の分泌量が低下するため

常に乾燥した状態に傾いており、外界からの

刺激から保護するためにも、不足しがちな角

質層の保湿成分を補う必要性があります。年

齢だけでなく糖尿病の方や腎不全で人工透析

をうけている方もまた、乾燥肌が強くなる傾

向にあります。乾燥肌になる他の原因として

は気候の変化や生活環境の変化、体調の変化、

化粧品などの化学物質などがあります。

　乾燥肌の発生は圧倒的に冬に多くなりま

す。なぜ冬に多いかというと、冬は外気が乾

燥していること、暖房器具による湿度の低下、

気温低下に伴う発汗量が減少することが原因

と考えられます。

　乾燥肌は、皮脂の分泌が少ない背中、腰や

お尻、膝より下が特に起こりやすい部位です。

ひどくなると粉を吹いたようになることもあ

ります。

　乾燥肌では外からの刺激に敏感になり、か

ゆみを生じやすくなります。乾燥やかゆみが

強く掻き破ってしまうことで皮膚のバリア機

能が低下し、湿疹になることがあります。そ

して、皮膚のバリア機能の低下に伴い外来抗

原や刺激物質が体内に侵入しやすくなるため

アトピー性皮膚炎の発症や、喘息やアレル

ギー性鼻炎などのアトピー疾患の発症が起き

ます。

　また乾燥だと思っていても、違う病気の事

があります。例えば皮膚が赤くなって盛り上

がり、表面に白いかさかさしたものが付着し

たり、頭のふけが増えたりする場合は尋常性

乾癬という病気の場合があります。（写真１）

尋常性乾癬は乾燥肌で悪化するため、乾燥し

てわかる場合もあります。

　尋常性乾癬の治療は一律な治療方針はな

く、患者さんの症状に合わせた治療を行いま

す。通常、外用薬からスタートします。外用

薬はステロイド外用薬、ビタミンD3外用薬が

主に使われますが、各々、特性が異なります。

内服薬としては、レチノイド、シクロスポリ

ンなどがあります。（表１）これに紫外線療法

を加えた３つ（外用療法、内服療法、光線療

法（写真２））が基本的な治療法です。2010

年からは、生物学的製剤の治療も開始となり

ました。（表２）当科ではすべての治療が出来

ますので、いつでもご相談ください。

　湿疹や治らない皮膚症状がある場合にはま

ず皮膚科を受診しましょう。湿疹と診断され

た場合にはステロイド軟膏で治療します。か

ゆみのコントロールを行うために抗ヒスタミ

ン剤や抗アレルギー剤の内服を行う事もあり

ます。

　皮膚表面の汚れは、皮膚のトラブルの原因

となるため洗浄することは必要です。しかし、

必要以上の洗浄により皮脂や細胞間脂質が失

われてしまうため、洗い方に気を付けるこ

とが重要です。具体的には、石鹸をよく泡立

皮膚科医師　坂本佳子

冬の乾燥肌冬の乾燥肌
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てて、柔らかいタオルなどで洗うようにしま

しょう。ごしごし洗う事は皮膚にとって刺激

になりますので避けてください。

　入浴時には、暑いお湯に長くつかるのは避

けましょう。熱すぎ、長めの入浴は、かゆみ

の増加や皮脂や細胞間脂質の減少につながり

ます。入浴はシャワーにするか、ぬるめのお

湯につかり、なるべく短時間であがるように

しましょう。

　乾燥肌を改善するにはスキンケアが重要で

す。スキンケアについては次頁を参照してく

ださい。

　冬の乾燥肌はどうしても避けられません

が、スキンケアをしっかり行い悪化しないよ

うに心がけましょう。
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　スキンケアとは、皮膚の機能を良好に維持し、皮膚障害や損傷のリスクを予防するためのケアです。
洗浄するだけ、保湿をするだけでは、皮膚の機能を良好に維持するのは難しく、洗浄、保湿、保護の過
程をそれぞれ適切に行なうことが重要です。今回は、保湿に関して説明いたします。

　保湿剤は入浴後、皮膚がやや湿った状態で塗るのが効果的（15分以内）です。入浴後は、皮膚の角質
がやわらかくなり、肌の水分の浸透や吸収力が高まっているので、保湿に最適なタイミングです。保湿
クリームやローション、軟膏などを塗ることで皮脂膜や角質層のバリア機能
を改善し、皮膚を保護する効果が高くなります。

看護部 皮膚・排泄ケア認定看護師　田川美樹

１ 保湿剤は、１箇所だけでなく皮膚の複数の箇所に点在させてつける。
２ 保湿剤は、手のひら全体を使って、やさしく丁寧に、できるだけ広範囲にのばす。
３ できるだけ皮溝に沿って塗布する。（皮膚の皺に沿って塗る）
４ 皮膚がしっとりする程度の量を使用する。

　皮膚には、いろいろな働きがありますが、保湿に関わる重要な役割を果たしているのが角質層のバ
リア機能です。角質層は、角質細胞間脂質、天然保湿因子、皮脂膜などで構成され、滑らかさや柔軟性
を維持しています。また、皮脂膜は、水分が蒸発するのを防ぎ、外界からの病原微生物やアレルゲンな
どの刺激から皮膚を守ってくれています。特に高齢者の皮膚は、加齢に伴い皮脂の分泌量が低下する
ため常に乾燥した状態に傾いており、外界からの刺激から保護するためにも、不足しがちな角質層の
保湿成分を補う必要性があります。

皮膚の健康を維持・増進するためにも、日頃よりスキンケアを行いましょう

正常な皮膚＜イメージ図＞ バリア機能が低下した皮膚＜イメージ図＞

★スキンケアの必要性

★なぜ、保湿が必要なのでしょう？

★保湿のポイント

★保湿剤の塗り方
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インフルエンザ
・インフルエンザウイルスの種類

季節性インフルエンザのウイルスには、A（H1N1）（平成21年に流行した新型インフルエンザと同じ亜型）、A
（H3N2）（香港型）、2系統のB型の4つの種類があり、いずれも流行の可能性があります。
毎年世界中で流行を繰り返していますが、流行するウイルス型や亜型の割合は、国や地域で、また、その年ごとにも
異なっています。

・インフルエンザはどうやってうつるの？（図1） 
飛沫感染：くしゃみや咳によって飛び散った小粒子(飛沫)
を吸うことで感染します。
接触感染：飛沫に汚染された環境表面（ドアノブやスイッチ
など）に触れることによってウイルスが付着した手を介する
感染です。手についたウイルスを目や鼻、口などに無意識に
もっていくことにより、粘膜からウイルスが侵入します。

・潜伏期間（感染から発症までの時間）：1 ～ 2日間

・治療：インフルエンザに対する治療薬としては、タミフル(内
服)、イナビル(吸入)などの抗インフルエンザウイルス薬があります。これらを適切な時期（発症から48時間以内）
に開始すると、発熱期間は通常1 ～ 2日間短縮され、鼻やのどからのウイルス排出量も減少します。なお、症状が出
てから２日（48時間）以降に服用を開始した場合、十分な効果は期待できません。
インフルエンザにかかった時には、「他の人にうつさない」ことが大事です。同居する他の家族、特に重症になりや
すいお年寄りなどにはなるべく接触しないよう心がけ、患者さんはできるだけ他の家族と離れて静養しましょう。

感染予防対策：飛沫感染、接触感染といった感染経路を断つことが大事です。

❶ 流行前のワクチン接種
　・予防接種は感染後に発症する可能性を減らし、もし発症しても
　　重い症状になるのを防ぐのに有効といわれています。
　・流行するウイルスの型も変わるので、毎年、定期的に接種するこ
　　とが望まれます。

❷ 飛沫感染対策としての咳エチケット(図2)
　飛沫が飛ばないようにすれば、感染する機会は大きく減少します。

❸ 外出後の手洗い等
　・人が多く集まる場所から帰ってきたときには手洗いを心がけま
　　しょう。
　・アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的です。

❹ 適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能が低下します。室内は加湿
　器などを使って湿度50〜60%に保つことも効果的です。

❺ 十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　体の抵抗力を高めるために日頃から心がけましょう。

❻ 人混みや繁華街への外出を控える
　やむを得ず人混みに入る可能性がある場合には、ある程度の飛沫
　等を防ぐことができるマスクを着用することは一つの防御策と考
　えられます。
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感染性胃腸炎（ノロウイルス）
ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、特に冬季に流行します。おう吐、下痢、
腹痛などを起こしますが、発熱は軽度です。健康な方は軽症で1 ～ 2日程で回復しますが、子どもやお年寄りなどで
は重症化したり、吐物を誤って気道に詰まらせて死亡したりすることがあります。

・ノロウイルスはどうやってうつるの？（図3）：経口感染がほとんど
①汚染されていた二枚貝を、生あるいは十分に加熱調理しないで食べた場合
②患者のノロウイルスが含まれる便や嘔吐物から人の手などを介して感染 （二次感染）

・ノロウイルスの流行型は？ 
ヒトに感染する主要なノロウイルスは、現在2つの遺伝子群

（GI と GII）、さらに GI は 9 種類（GI.1 ～ GI.9）、GII は 22 
種類（GII.1 ～ GII.22）の遺伝子型に分類されています。
GII.4が主流ですが、新たに2014年からGII.17、2016年か
らGII.2が出現しています。これは今までのウイルスと抗原性
が異なり、免疫を持たない人が多いため今後も大流行する可
能性があります。

・潜伏期間（感染から発症までの時間）：24 ～ 48時間
・治療：現在このウイルスに対する効果のある抗ウイルス薬は

ありません。このため対症療法が行われます。特に体力の弱い
乳幼児や高齢者は脱水症状を起こしたり体力を消耗したりし
ないように水分と栄養の補給を十分に行いましょう。

感染予防対策：食品中のウイルスの活性を失わせるには、加熱
処理が有効です。ノロウイルスの汚染のおそれのある二枚貝な
どの食品の場合は、中心部が85℃～ 90℃で90秒以上の加熱が
望まれます。
手洗いは、手指に付着しているノロウイルスを減らす最も有効
な方法です。(図4)
便、嘔吐物の処理には十分注意する必要があります。嘔吐物1g
中には2000万個、便1g中には20億個のノロウイルスが含ま
れています。ノロウイルスは感染力が強く、環境（ドアノブ、カー
テン、リネン類、日用品など）からもウイルスが検出されます。
消毒が必要な場合、次亜塩素酸ナトリウムを使用してください。

ノロウイルスにはアルコール消毒液は効果が不
十分なため、流水とせっけんでの手洗いが重要
です。せっけんで10秒もみ洗い、15秒すすぎを
２回繰り返す手洗いがウイルスを除去するのに
効果的です。

15秒すすいだ後①〜⑥を2回繰り返し
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院長  木村専太郎　副院長  木村祐介ノーマン

〒811-1344　福岡市南区三宅三丁目16-18

パークサンリャン大橋A棟101号

TEL 092-554-8800　FAX 092-554-8811
http://www.kimurasentaro.com/

呼吸器科・循環器科・胃腸科・外科・麻酔科・

形成外科・リハビリテーション科

月火水金　9：00〜12：30　14：30〜17：30
木土　　　9：00〜12：30

近藤　孝

〒815-0071　福岡市南区平和一丁目6-56

TEL 092-524-7663　FAX 092-524-4654
http://www.kond-o.com/

整形外科・リウマチ科・リハビリテーション科

月火水金　9：00〜12：30　14：00〜18：30
木　　　　9：00〜12：30　14：00〜16：00
土　　　　9：00〜12：30　13：00〜15：00　日・祝休診

　当院は西高宮小学校の正門の前にあります。理学療法士をおいて、主

に運動器のリハビリテーションを主体に整形外科全般の治療をしています。

　九州中央病院、とくに整形外科の先生方には手術、検査、入院が必要

な患者さんを快く受け入れて頂いて非常に感謝しております。これから

もよろしくお願い致します。

　2015 年10月に乳腺専門クリニックを大橋で開業しました。最新のマ

ンモグラフィーと超音波装置を完備し、乳がん検診、乳腺精密検査、乳

癌術後フォローアップを中心に診療しております。検査は女性スタッフ

が対応します。お気軽にご相談ください。

　内科一般、ホクロ切除術、陥入爪手術など幅広い分野の診療を行って

おります。また、栄養を重視したオーソモレキュラー療法にも力を入れ

ております。受診される方々が少しでも楽な気持ちになっていただける

ような雰囲気づくりを目指して日々精進しております。

山口博志

〒815-0033　福岡市南区大橋一丁目9-16 LENTE FUKUOKA 6F

TEL 092-561-8255　FAX 092-561-8244
http://www.hiro-breastclinic.jp

乳腺科

月火水金　9：00〜12：00　14：00〜18：00
土　　　　9：00〜15：00　日・祝休診
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福岡みらい病院 外観

ロボットリハリハビリテーションセンター

医療法人相生会 福岡みらい病院　院長　石束隆男

　九州中央病院の皆さまには、日頃よりご支援をいただき

心より感謝申し上げます。

　当院は、平成 27 年６月、博多区吉塚より東区アイラン

ドシティの地へ新築移転してまいりました。そして翌年の

平成 28 年４月に隣接する同法人の杉岡記念病院と統合。

これにより急性期、回復期、慢性期、さらに地域包括ケア

病棟を加えた総ベッド数は 418 床となりました。

　病院理念「心を尽くした最善の医療を」のもと、整形外

科、リハビリテーション科、内科、循環器内科、神経内科、

脳神経外科、外科、リウマチ科、麻酔科を標榜しております。

　その中で、九州中央病院をはじめとする急性期病院からご紹介を受けた患者さんの回復期のリハビリテー

ションには特に力を注いでおります。日本リハビリテーション医学会認定指導医３名を含む６名のリハビリ

専門医を中心に、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士など 100 名以上の専門スタッフが対応しております。

２階まで吹き抜けの広々としたリハビリテーションセンターで、ロボットリハビリ等の最新機器を駆使した

機能回復訓練を行い、患者さんに元気な姿で自宅へ帰っていただけるよう最善を尽くしております。

　さらに３D プリンターを駆使した人工関節手術や反復経頭蓋磁気刺激療法、ボツリヌス治療、パーキンソ

ン病やジストニアに効果が期待される DBS（脳深部刺激療法）手術などの先端医療の実践、それらを支える

べく３テスラ MRI、64 列２管球 CT などの医療機器を導入し、各科専門医が「患者さんの未来」への貢献を

願い、質の高い医療の提供に努めております。

　当院は、前身である新吉塚病院時代より、医療機関の先生方や、地域の皆さまの多大なご支援をいただき

ながら今日に至りました。これからも地域医療の発展に寄与できるよう、皆さまに愛され期待される病院を

目指し努力して参ります。

　どうぞよろしくお願いいたします。

ホームページ：http://www.fukuoka-mirai.jp  または「福岡みらい病院」で検索

石束隆男
〒813-0017　福岡市東区香椎照葉三丁目5-1

地域医療連携室（直通）

TEL 092-662-3031　FAX 092-662-3032
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浴室を温める

● 足の冷えを避ける
● 冷たい水での洗顔を避ける
● WCや浴室、脱衣所も温かく
● 外出の時は、着こむ

＊血圧上昇を防ぐ寒さ対策＊

＊手足の指先が冷えないように気を付けて

＊高血圧の方は、冬期こそ朝の家庭血圧測定が必要ですが、寒冷刺激にも十分な配慮が必要です

外気温との温度差　→　血管収縮　→　血圧上昇
宴会　→　飲食量増加　→ 塩分摂りすぎ
寒さ　→　屋内で過ごす　→　運動不足

冬に血圧が上がりやすい理由

① 朝は室温を20℃に保つこと。（どの部屋も寒暖差が無いように）
② 暖房器具の設置場所を工夫する。
③ 起床時間に合わせて暖房器具のタイマーを活用する。

①袖はマジックテープで固定 ②中には薄手の防寒肌着を着て、
　測定時は腕帯の長さだけ下す。 ③肌着の上から腕帯を巻く。

冬の朝、家庭で血圧測定をする場合の衣服の工夫
＊家庭で血圧を測定する時、薄手であれば着衣の上から測定しても良い。
＊厚手のもの（セーターなど）の上からは測らない。
＊袖をまくって腕を圧迫しない。

図は、厚手のトレーナーの袖を切り離し、着脱可能にしたもの。

※1

　吐息が白い冬の朝、手を擦り合わせながら暖房をつける時、ヒーターの明かりが心の中まで温めてくれるよう
でホッとしますね。
　今回は、寒さが体に及ぼす影響と、血圧管理についてお話しします。

イギリスでは、室温が体に及ぼす影響を評価する
システム（HHSRS　）があります。このシステムに
よると、室温が16℃以下になれば呼吸器・心血管
疾患リスクが高まり、10℃以下になれば心臓発作、
脳卒中などの死亡率が50％上昇するとされていま
す。
年齢別に見ると高齢者ほど室温低下によって血圧
上昇を起こしやすいです。（ヒートショック）
　※1 Housing Health and Safety Rating System
日本の住宅は室温が低いことが特徴であり、就寝
時に暖房を止める習慣が、さらに夜間の室温を下
げ、早朝の高血圧を起こしやすくしています。
血圧が高めの人は、冬の朝に寒さや冷えを感じな
いように工夫することが大事です。

測定値に大きな
誤差はない。

寒い時は、袖なし半纏を
羽織ると良い。
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福岡県南警察署 092-542-0110

福岡県内のニセ電話詐欺発生状況（平成28年10月末）

〇被害額　　5億4,107万円（前年同期比　－１0億7，453万円）
〇認知件数　　　　　281件（前年同期比　－124件）

　昨年と比較すると被害は減少していますが、依然として高水準で被害が発生しており、最
近は「息子を名乗るニセ者から『風邪を引いた』『会社のお金を使ってしまった』という電話
がかかってきた、『オレオレ詐欺』じゃないか」という相談が多数寄せられています。

110番通報をすると・・・
① 福岡県内からの110番は、警察本部につながります。
② 場所を確認します。（目標になるものを教えてください。）　
③ 直ちに現場に駆けつけます。（パトカー・白バイなどに無線で指令します。）

緊急の事件事故への対応のため、皆様のご理解・ご協力をお願いします。

　「110番」は、事件・事故の緊急専用ダイヤルです。
　急を要しない警察に対する相談・要望などは＃9110（ダイヤル回線は092－641－9110）
又は南警察署（092－542－0110）へお願いします。　

「電話でお金」は  すべて詐欺！すぐに  相談  110番！

〜南警察署からのお知らせ〜

～１月10日は 「110番の日」～
緊急時 あわてず あせらず １１０番

ニセ電話詐欺にご注意ください

　平成28年９月、愛媛県で発生した女子大生宅への侵入事件では、犯人
が、事前に盗み見た鍵番号からインターネットの販売業者に合鍵作製を依
頼し、その合鍵を使って侵入しました。「自宅の鍵は他人に見せない」「鍵
カバーなどで番号は隠す」などの対策をとり、被害にあわないようにしま
しょう。

あなたは大丈夫？「鍵の盗み見」にご注意を！
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科 専門分野 氏　　名 月 火 水 木 金 責任者

内科

総合内科
古賀恒久 ◎ 予約 ●
太田　梓 ◎

糖尿病・
内分泌内科

五島大祐 予約 ◎ 予約 ●
豊永雅恵 予約 予約 予約
伊東万結子 ◎ 予約
堂園史子 ◎

消化器内科

檜沢一興 ◎ ●
藤田恒平 ◎ 予約
井原勇太郎 予約 ◎
飯田真大 予約 ◎
鷲尾恵万 ◎ 予約
甲斐貴大 予約

循環器内科

鍵山俊太郎 ◎ ◎ 予約 ●
前淵大輔 ◎ 予約
河野　修 予約
鬼木秀幸 予約 予約
入田英二 予約 ◎
大森　将 予約（午後） 予約（午後）

脳血管内科
竹迫仁則 予約 ◎ ●
牧原典子 予約 ◎
脇坂佳世 ◎ 予約

肝臓内科 東　晃一 ◎ 予約 ●

呼吸器内科

古藤　洋 予約 予約 ◎ ●
中島信隆 予約 ◎
米嶋康臣 ◎ 予約（午前）

瓜生和靖 ◎

腎臓内科
水政　透 ◎ ●
牧　建次 ◎
三品仁美 ◎

PD外来 完全予約 完全予約

心療内科
河田　浩 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 ●
田中　佑 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約 完全予約

禁煙外来：木 五島大祐 予約（午後）

精神科 精神科全般 非常勤 ○
14～17時

○
9～13時

外　科
消化器外科

池田陽一 ◎ ○ ●
足立英輔 ◎ ○ ●
中村俊彦 ○ 11時まで

北川　大 ○ ◎
大垣吉平 ○ ◎
金城　直 ◎ ○

呼吸器外科 斉藤元吉 ◎ ◎ ●
専門外来 九州大学医師 ◎

科 専門分野 氏　　名 月 火 水 木 金 責任者
乳腺外科 乳腺外科 寺本成一 ◎ ◎ 手術日 11時まで ◎ ●
婦人科 婦人科 有働俊啓 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

整形外科

脊椎・一般 有薗　剛 ◎ ◎ ◎ ●
脊椎・外傷・関節・一般 井口明彦 ○ ◎ ◎
膝関節・関節・手・外傷・外反母趾・一般 濱田貴広 ◎ ◎ ○
リウマチ・股関節・外傷・一般 西田顕二郎 ◎ ○（午後） ◎
脊椎・外傷・一般 今村隆太 ◎ ◎
関節外科・外傷・一般 中村公隆 ◎ ◎
関節外科・外傷・一般 吉武孝次郎 ◎ ○
関節外科・外傷・一般 江﨑克樹 ◎ ○

リウマチ・一般 時任　毅 ○（午後） ○（午後）

皮膚科 皮膚科一般
菊池智子 ◎ 11時まで ◎ 手術日 ◎ ●
山村和彦 ◎ 11時まで ◎ 手術日 ◎
坂本佳子 ◎ 11時まで ◎ 手術日 ◎

形成外科 形成外科 西平智和 ◎ ◎ 10時まで ◎ 手術日 ●

泌尿器科 泌尿器科一般

関　成人 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ●
宋　裕賢 ○ ◎ ○ 手術日 ◎
平田　侑 ◎ ◎ ◎ 手術日
後藤駿介 手術日 ◎

眼科 眼科一般
長谷川裕平 手術日 ◎ ◎ 11時まで ◎ ●
長谷川英一 手術日 ◎ ◎ 11時まで ◎

耳鼻
咽喉科 耳鼻咽喉科一般

君付　隆 完全予約 手術日 完全予約 完全予約 完全予約 ●
九州大学医師 ◎

脳神経
外科 脳神経外科一般

井上琢哉 ◎ ◎ ◎
手術/PM九大

●
松尾　諭 ◎ ◎ ◎
高岸　創 ◎ ◎

放射線科 放射線診断一般
花田清彦 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●
中山智博 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
亀井俊佑 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

放射線治療 放射線治療一般 花田/九大 予約 予約 予約 予約 予約 ●
摂食嚥下・NST外来 摂食嚥下・NST外来 金城/竹迫 予約 予約 ●
麻酔科 麻酔・ペインクリニック 前田愛子 ◎ 予約 ◎ ●

緩和ケア外来 緩和ケア全般 中村俊彦 予約 予約 ●

歯科
口腔外科 歯科口腔外科一般

堀之内康文 予約 予約
予約 
院内医師
九大医師

予約 予約 ●
佐々木匡理 予約 予約 予約 予約
碇　竜也 予約 予約 予約 予約
峯真理子 予約 予約 予約 予約

月 火 水 木 金
胃透視 藤田 甲斐 飯田 甲斐 井原 甲斐 鷲尾 甲斐 檜沢 甲斐

内視鏡① 飯田 鷲尾 藤田 檜沢 井原
内視鏡② 鷲尾 井原 檜沢 飯田 藤田

■ 一般新患・再来の受付時間 8：30〜11：00
（救急患者さんは受付時間外可）

形 成 外 科：水曜日 8：30〜10：00

■ 紹介状ご持参の方（下記以外） 8：30〜12：00
（救急患者さんは受付時間外可）

皮　膚　科：火曜日 8：30〜11：00
形 成 外 科：水曜日 8：30〜10：00
眼　　　科：木曜日 8：30〜11：00
乳 腺 外 科：木曜日 8：30〜11：00
外科専門外来：木曜日 8：30〜11：00
耳鼻咽喉科：金曜日 8：30〜11：00
歯科口腔外科：月〜金曜日 8：30〜11：00

■ 時間外の受付（救急の患者さんに限る）
時間外・夜間・土曜・日曜・祝祭日ならびに年末
年始（12/29〜1/3）は、救急外来で対応いたします。

■ 電話での再診予約および予約の変更
<<予約専用ダイヤル>>　　　平日 13：00〜15：00
　092-541-6369　※歯科口腔外科除く

<<歯科口腔外科直通>>
　0120-541-998

九州中央病院専門外来診療担当医表 平成29年１月１日現在

◎新患もしくは再来　○再来

九州中央病院広報誌「きなざっせ」第72号

　エスカレーターをご利用の際は、十分にご注意ください。
　ご高齢の方、杖をお持ちの方、めまい・ふらつきのある
方、酸素ボンベ等の医療機器がある方は、エレベーターを
ご利用ください。
　皆様が安全に、安心して利用できるように、ご協力をお
願いします。

ご注意ください


